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研究の概要 

〔研究開始当初の背景，研究の目的，研究の方法等について記入〕 

① 研究開始当初の背景  

本研究の目的は画像認識技術と音声認識技術を用いて取得した発信準備と認知課題を同時

に実施（デュアルタスク）したさいの発進準備の正確性・手際と認知課題の正答率，見当

識課題の正答率から運転能力（認知機能・判断力・運動制御）を推定する人工知能システ

ムを開発することである． 高齢ドライバーの交通事故が社会問題となっており，日常生活

で運転能力を網羅的、かつ簡便に測定する方法が確立していない．認知機能検査に用いら

れる MMSEや HDS-Rで認知機能と判断力（注意配分・空間認識・見当識）を検査できるが，

検査に時間がかかり，『運動制御』も検査できない．Time Up and Go test-Dual Task (TUG-DT)

は計算や語想起課題などの認知課題と歩行を同時に実施したさいの歩容の変化と認知課題

の正答率から運動制御，注意配分，空間認識，認知機能を測定できる．しかし TUG-DTは検

査時に高齢者が転倒する危険性があり，検査時に検査補助員が必須である． 

②研究の目的、研究の方法など 

認知課題の正答率，発進準備の正確性・手際と，認知機能検査とドライビングシミュレー

タで定量的に測定した認知機能・判断力・運動制御の点数を共分散構造分析し，因果関係

を明らかにする．また本システムの予測精度を評価し，予測因子を明らかにするとともに

９０％以上の精度を実現する． 

③当該分野における本研究の学術的な特色及び予想される結果と意義 

本研究は TUG-DT の原理と申請者の人間の行動から人間の心理状態を深層学習で推定する

技術を組み合わせ，運転能力の検査に応用した研究であり，学術的独自性がある．また本

研究は客観的でわかりやすい指標『運転能力』を高齢ドライバーに示すことで，運転し続

けることへの危険性を理解させる研究であり，高齢ドライバーによる交通事故の防止に寄

与する． 

研究の成果 

当初の目標は発進準備時の動作から，運転時の認知機能・判断力・運動制御を予測するこ

とであり，本研究課題で発進準備時と運転時の焦り度と運動制御の関連性を示した．本研

究課題による基礎研究は，科研費（若手）および戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）

の獲得につながった．検証実験を通じて，高齢ドライバーの対応力を，運転中の動作や発

進準備時の動作から予測できることを示した．研究が予定よりスムーズに進み，令和 4 年

度の目標としていた「予期せぬ事態に直面した際の運転に対する対応力を推定する技術」

のコア技術が確立する見通しが立ったことから，12月 7日に図 1の運転者適性評価システ

ム(出願特許 [1])を特許出願した．また本特許は承認 TLOの有限会社金沢大学ティ・エル・

オーに評価を依頼し，その結果，進歩性・新規性・産業利用・ニーズ「有」，実施化「可能

性あり」と判定されたため，大学が権利を承継した．2020 年 6月 2日に道路交通法が改正

され，2022 年までに 75 歳以上で一定の違反歴のある運転者に実際に車を運転して能力を

確かめる「運転技能検査」を義務付けられる．この「運転技能検査」に向けて，2022年ま

でに特許の取得および実用化を目指す．これらの特許関連技術の報道発表(報道発表 [1])

を行い，読売新聞や北陸放送などで掲載・放映された(報道掲載 [1]-[4])．より多くの人々

の目に触れ，周知されたことで，特許技術に対する社会からの信頼度が高まり，研究に関

する問い合わせおよび打診など社会展開に向けて，大きな効果が得られた． 



研究成果発表状況 

〔学術誌掲載論文，図書，学会発表，新聞掲載，研究に関連して作成したＷｅｂページ等

について記入〕 

 

【論文】 

[1] Predicting the coping skills of older drivers in the face of unexpected situation. 

Sensors、 21(6)・2099-2119・(2021)、Yusuke Kajiwara, Haruhiko Kimura. 

 

【出願特許】 

[1] 梶原祐輔、運転者適性評価システム、日本国、2020年 12月 7日 

 

【報道発表】 

[1] ～高齢ドライバーを対象とした自動車免許自主返納支援に関する研究～、10月 16日 

 

【報道掲載】 

[1] “高齢者の運転能力数値化”、北陸新聞、2020年 10月 27日 

[2] “高齢者の運転能力可視化”、北陸中日新聞、2020年 10月 30日 

[3] “高齢者の対応力測定”、読売新聞、2020年 10月 30日 

[4] “運転免許の自主返納 高齢ドライバーの技能を”見える化”、北陸放送、2020 年 11

月 6日 

【競争的資金等の研究課題】 

[1] 自動車免許返納判断支援を目的とした焦り時の高齢者の運動制御能力予測、科学研究

費助成事業（若手）、研究代表者、4,030千円、2020年 4月 - 2023年 3月、梶原祐輔. 

[2] 自動車免許自主返納支援のための高齢ドライバーの耐心性運動制御能力の可視化、戦

略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）、研究代表者、3,302千円、2020年 4月 - 2021

年 3月、梶原祐輔. 

経費の執行状況 

区    分 執行額（円） 備     考 

GALLERIA ノート PC 

4Kビデオカメラ  

メモリーカード 64GB  

スマートフォン 

タブレット 7インチ  

USBメモリ 32GB 
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